
第１8回

電車と青春21文字プロジェクト



第１8回



プロジェクトマークについて

21 文字メッセージ事業をより多くの方に知って頂くため、
作品掲示や広報の際にアイコンとして、プロジェクトマーク
を滋賀県内のデザイン団体と学生との共同で作成しました。　
　「ことばが光ると　おもいが届く」というキャッチコピー
と滋賀県・琵琶湖・青春・文芸を表現するシンボルマークは、
柔らかさと知性を特に意識しました。



1

21
文
字
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は

「
京
阪
（
石
山
坂
本
線
）
は
向
か
い
合
わ
せ
の
席
が
青
春
ぽ
い
か
ら
好
き
!
」、
沿
線
の
女
子
中
学
生
の

言
葉
で
す
。
こ
の
何
気
な
い
言
葉
か
ら
こ
の
活
動
は
生
ま
れ
ま
し
た
。
沿
線
に
数
多
く
の
学
校
が
あ
り
、

大
津
市
で
琵
琶
湖
に
沿
っ
て
走
る
京
阪
電
車
石
山
坂
本
線
は
青
春
路
線
。
そ
の
駅
数
21
に
因
ん
だ
の
が

「
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
で
す
。
２
０
０
６
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
第
1
回
か
ら
最
終
審
査
員
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
俵
万
智
さ
ん
は
、
学
生
時
代
に
路
面
電
車
で
通
学
さ
れ
て
い
て
、
毎
回
素
敵
な
コ
メ

ン
ト
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

回
を
重
ね
て
協
力
い
た
だ
く
団
体
・
企
業
が
増
え
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
滋
賀
県
域
か
ら
全
国
に

広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
電
車
か
ら
生
ま
れ
た
こ
の
活
動
、
入
口
「
交
通
」、
切
り
口
「
文
化
・
文
芸
」、

出
口
「
観
光
」
を
合
言
葉
に
、
滋
賀
県
発
の
新
し
い
独
自
文
芸
が
、
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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は
じ
め
に

琵
琶
湖
に
沿
っ
て
走
り
、
沿
線
に
学
校
の
多
い
京
阪
電
車
石
山
坂
本
（
い
し
や
ま
さ
か
も
と
）
線
の
駅
数
21
に

因
ん
で
始
ま
っ
た
新
様
式
の
文
芸
表
現
「
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」。

今
回
が
第
18
回
と
、
人
間
で
い
え
ば
成
人
を
迎
え
、「
と
き
め
き
・
の
り
か
え
・
き
ら
き
ら
」
3
つ
の
サ
ブ
テ
ー

マ
で
作
品
を
募
集
し
ま
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
き
4
回
目
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
、
多
く
の
方
の
支
援
を
受
け
て
成
立
。
滋

賀
県
の
「
令
和
６
年
度 

滋
賀
を
み
ん
な
の
美
術
館
に
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
3
年
目
と
な
る
今
年
も
採
択
さ
れ
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
作
品
制
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、
子
ど
も
や
若
者
た
ち
を
巻
き
込
ん
だ
ア
ー
ト
作
品
制
作
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
新
た
な
試
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
ま
し
た
。　

18
回
目
と
な
っ
た
本
事
業
で
す
が
、
２
０
０
６
年
の
当
初
は
、
電
車
は
恋
を
は
ぐ
く
む
場
で
あ
る
と
と
ら
え

た
作
品
が
大
半
で
し
た
が
今
回
、「
き
ら
き
ら
」
し
た
青
春
の
先
に
み
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
「
と
き
め
き
」
が
ち
り

ば
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。「
の
り
か
え
」
と
い
う
こ
と
ば
に
も
人
生
の
分
岐
点
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
ら
れ
る
作
品
が

多
数
見
ら
れ
ま
し
た
。

最
終
審
査
員
の
俵
万
智
さ
ん
の
こ
と
ば
、「
全
国
か
ら
、
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
か
た
か
ら
、
ご
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
賞
の
広
が
り
と
と
も
に
、
電
車
や
駅
に
ま
つ
わ
る
思
い
出
や
ド
ラ
マ
が
、
多
く
の
人
々
の

心
に
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
る
選
考
で
し
た
。」
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こ
れ
ま
で
の
軌
跡

２
０
０
１
年
：�

大
津
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
行
政
か
ら
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
市
民
団
体
が
「
京
阪
電
車
石
坂
線
」
を
ま
ち
づ

く
り
の
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
提
案

２
０
０
３
年
：「
石
坂
線
21
駅
の
顔
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
」
と
し
て
活
動
開
始

２
０
０
６
年
：「
電
車
と
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
事
業
開
始

２
０
０
７
年
：
企
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
協
働
を
顕
彰
す
る
「
第
5
回
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
大
賞
」
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞

２
０
０
８
年
：「
あ
し
た
の
ま
ち
・
く
ら
し
づ
く
り
活
動
賞
」
内
閣
官
房
長
官
賞
受
賞

２
０
１
２
年
：�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
津
の
地
域
発
ド
ラ
マ
「
石
坂
線
物
語
」
に
「
21
文
字
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が
原
作
と
し
て
使
用
さ
れ
3
編
の
単

発
ド
ラ
マ
が
製
作
さ
れ
た

２
０
１
５
年
：�

10
年
目
を
迎
え「
電
車
と
青
春
21
文
字
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
結
成
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
の
連
携「（
番

組
）
あ
ほ
や
ね
ん
!  

す
き
や
ね
ん
!
」
な
ど
10
周
年
記
念
事
を
実
施

２
０
１
６
年
：
文
化
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
滋
賀
～
文
化
で
滋
賀
を
元
気
に
!  

賞
２
０
１
５　

大
賞
受
賞

２
０
１
７
年
：「
電
車
と
青
春
21
文
字
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
大
津
市
と
の
協
働
提
案
事
業
と
し
て
実
施

２
０
１
８
年
：�

滋
賀
県
の
後
援
・
連
携
で
県
内
の
公
共
交
通
で
あ
る
近
江
鉄
道
に
も
活
動
が
広
が
る 

滋
賀
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
㈱
の
協
賛
で
作
品
集
を
作
成
・
発
行

２
０
１
９
年
：�

滋
賀
県
協
働
提
案
実
施
事
業
と
し
て
活
動

　
　
　
　
　
　

県
域
で
の
公
共
交
通
と
し
て
信
楽
高
原
鐵
道
と
も
連
携

　
　
　
　
　
　

写
真
、
デ
ザ
イ
ン
、
音
楽
な
ど
の
他
分
野
団
体
と
コ
ラ
ボ
す
る
文
化
活
動
に
発
展

　
　
　
　
　
　

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
制
定
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●
過
去
の
応
募
点
数

第
1
回
（
２
０
０
６
年
度
）	

２
３
５
５
点
（
47
都
道
府
県
）

第
2
回
（
２
０
０
７
年
度
）	

２
６
２
１
点
（
〃
）

第
3
回
（
２
０
０
８
年
度
）	

２
０
１
７
点
（
〃
）

第
4
回
（
２
０
０
９
年
度
）	

１
９
０
３
点
（
〃
）

第
5
回
（
２
０
１
０
年
度
）	

１
９
０
５
点
（
〃
）

第
6
回
（
２
０
１
１
年
度
）	

２
９
４
８
点
（
〃
）

第
7
回
（
２
０
１
２
年
度
）	

３
０
４
２
点

	

（
中
国
、
ア
メ
リ
カ
も
）

第
8
回
（
２
０
１
３
年
度
）	

３
７
７
８
点	（
ス
イ
ス
も
）

第
9
回
（
２
０
１
４
年
度
）	

５
０
４
８
点

	

（
韓
国
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ア
メ
リ
カ
も
）

２
０
２
０
年
：
前
年
に
引
き
続
き
滋
賀
県
協
働
提
案
事
業
と
し
て
活
動
し
、
西
日
本
旅
客
鉄
道
と
も
連
携

２
０
２
１
年
：「
第
15
回
目
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
事
業
を
継
続

２
０
２
２
年
：�

ブ
ル
ボ
ン
吉
田
記
念
財
団
「
２
０
２
２
年
度 

文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
活
動
」
助
成
事
業
、 

令
和
4
年
度
「
滋
賀

を
み
ん
な
の
美
術
館
に
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
採
択　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施

２
０
２
３
年
：�
令
和
５
年
度
「
滋
賀
を
み
ん
な
の
美
術
館
に
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
採
択　

県
域
で
の
公
共
交
通
と
し
て
比
叡
山
鉄
道 

（
坂
本
ケ
ー
ブ
ル
）
と
も
連
携　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施

２
０
２
４
年
：�

令
和
6
年
度
「
滋
賀
県
を
み
ん
な
の
美
術
館
に
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
採
択　

県
立
美
術
館
で
の
展
示
に
滋
賀
大
学

教
育
学
部
、
作
品
制
作
講
座
に
大
津
市
立
図
書
館
と
連
携　

	

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施

第
10
回
（
２
０
１
５
年
度
）	

４
６
０
３
点
（
47
都
道
府
県
）

第
11
回
（
２
０
１
７
年
度
）	

４
９
９
９
点
（
〃
）

第
12
回
（
２
０
１
８
年
度
）	

４
５
２
７
点
（
〃
）

第
13
回
（
２
０
１
９
年
度
）	

４
０
１
７
点
（
〃
）

第
14
回
（
２
０
２
０
年
度
）	

５
３
５
０
点
（
〃
）

第
15
回
（
２
０
２
１
年
度
）	

４
２
８
５
点
（
〃
）

第
16
回
（
２
０
２
２
年
度
）	

４
５
５
７
点
（
〃
）

第
17
回
（
２
０
２
３
年
度
）　

５
０
２
２
点

	
（
台
湾
、
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ　

46
都
道
府
県
）

第
18
回
（
２
０
２
４
年
度
）　

４
５
２
５
点	（
47
都
道
府
県
）



第
18
回
受
賞
作
品

信楽駅

第
10
回
（
２
０
１
５
年
度
）	

４
６
０
３
点
（
47
都
道
府
県
）

第
11
回
（
２
０
１
７
年
度
）	

４
９
９
９
点
（
〃
）

第
12
回
（
２
０
１
８
年
度
）	

４
５
２
７
点
（
〃
）

第
13
回
（
２
０
１
９
年
度
）	

４
０
１
７
点
（
〃
）

第
14
回
（
２
０
２
０
年
度
）	

５
３
５
０
点
（
〃
）

第
15
回
（
２
０
２
１
年
度
）	

４
２
８
５
点
（
〃
）

第
16
回
（
２
０
２
２
年
度
）	

４
５
５
７
点
（
〃
）

第
17
回
（
２
０
２
３
年
度
）　

５
０
２
２
点

	

（
台
湾
、
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ　

46
都
道
府
県
）

第
18
回
（
２
０
２
４
年
度
）　

４
５
２
５
点	（
47
都
道
府
県
）
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滋
賀
県
知
事
賞

初
め
て
始
発
に
乗
っ
た
。
朝
っ
て
こ
ん
な
に
光
る
ん
だ
。

会
田
あ
や
か
（
滋
賀
県　

22
歳
）

【
俵
さ
ん
講
評
】

駅
や
電
車
は
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
表
情
が
変
わ
り
ま
す
が
、
始
発

は
ま
た
格
別
で
す
。
そ
の
驚
き
が
、
瑞
々
し
く
表
現
さ
れ
ま
し
た
。

「
光
が
眩
し
い
」
く
ら
い
で
は
足
り
な
い
の
で
し
ょ
う
。
朝
を
主

語
に
し
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
迫
力
が
あ
り
ま
す
。
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大
津
市
長
賞

も
う
君
に
逢
え
な
い
と
知
る
乗
換
駅　

後
ろ
三
両
切
り
離
し
ま
す

山
本　

貴
幸
（
大
阪
府　

36
歳
）

【
俵
さ
ん
講
評
】

秘
め
た
思
い
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
一
つ
の
恋
の
終
わ
り
が
、

駅
と
電
車
に
重
ね
合
わ
せ
て
リ
ア
ル
に
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
今
が

人
生
の
乗
換
駅
、
思
い
出
を
切
り
離
し
て
進
ん
で
い
こ
う
と
い
う

ふ
う
に
も
読
め
て
、
切
な
い
で
す
ね
。
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青
春
賞

さ
く
ら
ん
ぼ
み
た
い
分
け
合
っ
た
イ
ヤ
ホ
ン
は
通
学
路

小
沼　

智
佳
（
京
都
府　

21
歳
）

【
俵
さ
ん
講
評
】

一
つ
の
イ
ヤ
ホ
ン
を
分
け
合
っ
て
、
同
じ
曲
を
聴
く
通
学
路
は
、

ま
さ
に
青
春
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
Ｙ
字
に
分
か
れ
る
イ
ヤ
ホ

ン
を
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
と
し
た
比
喩
が
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
見

た
目
だ
け
で
な
く
、
甘
酸
っ
ぱ
い
と
こ
ろ
も
同
じ
で
す
。
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さ
わ
や
か
賞

今
、
Ｓ
字
カ
ー
ブ
が
始
ま
る　

君
の
横
顔
が
見
え
隠
れ

上
田　

幸
男
（
滋
賀
県　

76
歳
）

【
俵
さ
ん
講
評
】

横
顔
を
、
ず
っ
と
見
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
発
見
で
す
ね
。
七
十
代

と
は
思
え
ぬ
と
き
め
き
に
感
服
し
ま
し
た
。「
始
ま
る
」
と
い
う

現
在
形
、「
見
え
隠
れ
」
と
い
う
言
い
さ
し
の
表
現
。
こ
れ
ら
が
、

ま
さ
に
カ
ー
ブ
で
揺
れ
て
い
る
感
じ
を
伝
え
て
く
れ
ま
す
。



12

ユ
ー
モ
ア
賞

こ
の
と
き
め
き
は
キ
ノ
セ
イ
じ
ゃ
な
く
、
ス
キ
ノ
セ
イ

村
井　

愛
理
（
石
川
県　

17
歳
）

【
俵
さ
ん
講
評
】

「
気
の
せ
い
じ
ゃ
な
い
」
な
ら
誰
で
も
言
え
そ
う
で
す
が
「
好
き

の
せ
い
」
と
掛
け
た
言
葉
遊
び
に
唸
り
ま
し
た
。
気
の
精
、
好
き

の
精
、
と
い
う
妖
精
が
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
く
る
の
は
、
カ
タ

カ
ナ
で
音
だ
け
を
伝
え
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
技
あ
り
で
す
。



13

近
江
勧
学
館
賞

金
曜
日
も
「
ま
た
明
日
」
が
言
え
る
距
離
に
な
り
た
い

仲
川　

暁
実
（
愛
知
県　

27
歳
）

京
阪
電
鉄
賞

伝
え
な
き
ゃ
。
背
を
押
す
「
ド
ア
が
閉
ま
り
ま
す
」伊

藤　

夏
子
（
千
葉
県　

16
歳
）



14

近
江
鉄
道
賞

同
窓
会
に
向
か
う
電
車
に
初
恋
が
乗
っ
て
き
た
春
。ガ

ブ
リ
ー
タ
（
東
京
都　

48
歳
）

信
楽
高
原
鐵
道
賞

行
き
先
の
消
え
か
か
っ
た
定
期
券
に
別
れ
を
告
げ
る
卒
業
式

熊
田　

悠
人
（
京
都
府　

14
歳
）



15

西
日
本
旅
客
鉄
道
賞

１
５
０
円
の
入
場
券
で
、
君
と
過
ご
す
数
分
を
買
う

ま
る
ん
（
長
野
県　

24
歳
）

比
叡
山
鉄
道
賞

み
ん
な
が
画
面
を
見
て
い
る
中
、
車
窓
を
眺
め
る
君
が
好
き

竹
内　

喜
一
（
大
阪
府　

47
歳
）



16

商店街での展示

比叡山鉄道駅張り

青春号（京阪電車）
京阪電車車内吊り広告

第 17回入賞作品
展示の様子

（2024 年 2・3月撮影）



入
賞
作
品

瀬田川



18

新
学
期
は
知
ら
な
い
街
の
改
札
を
く
ぐ
り
抜
け
る
よ
う
で
。

藍
川
す
う
（
神
奈
川
県　

17
歳
）

「
落
と
し
ま
し
た
よ
」
の
手
に
、
拾
わ
れ
る
私
の
心
臓天

海
楓
（
埼
玉
県　

21
歳
）



19

過
ぎ
た
会
話
は
忘
れ
た
け
ど
、
過
ご
し
た
時
間
は
覚
え
て
る

awoi

（
京
都
府　

16
歳
）

成
瀬
も
歩
い
た
駅
へ
の
坂　

と
き
め
く
前
に
息
切
れ
る

枝　

き
ぬ
枝
（
滋
賀
県　

73
歳
）



20

乗
っ
た
か
な
。
乗
り
か
え
た
か
な
。
降
り
た
か
な
。

加
藤　

道
子
（
神
奈
川
県　

73
歳
）

の
り
か
え
を
す
る
た
び
貴
方
に
近
づ
く
幸
せ
の
扉

近
藤　

己
順
（
大
阪
府　

41
歳
）



21

君
の
心
行
き
の
電
車
が
発
車
し
ま
す
と
き
め
き
に
注
意
を

真
奈
美
０
１
１
６
（
静
岡
県　

12
歳
）

幾
度
も
乗
り
換
え
を
経
て
よ
う
や
く
着
け
た
貴
方
の
隣み

ち
お
（
神
奈
川
県　

19
歳
）



22

膳
所
駅
の
カ
ー
ブ　

遠
心
力
に
乗
っ
か
っ
て
進
む
初
恋

や
ま
づ
み
（
滋
賀
県　

36
歳
）

錆
び
た
レ
ー
ル　

草
に
埋
も
れ
て
眠
っ
て
る　

今
は
虫
の
駅

吉
田　

進
次
（
滋
賀
県　

61
歳
）



入
選
作
品

比叡山ケーブル



24

車
両
に
残
る
は
私
と
彼
。
大
丈
夫
、
誰
も
み
て
な
い
。

哀
ち
ゃ
ん
（
東
京
都　

16
歳
）

寝
て
る
間
に
開
い
た
ま
ま
の
参
考
書
が
ひ
ざ
掛
け
に青

木　

遥
香
（
広
島
県　

21 

歳
）

ふ
と
、
つ
り
革
を
見
る
と　

指
輪　

結
婚
し
た
ん
だ
ね

赤
坂　

和
代
（
東
京
都　

20
歳
）



25

「
で
ん
し
ゃ
！
」
と
言
っ
て
た
君
が
今
は
そ
の
仕
事
だ
ねア

キ
（
千
葉
県　

63
歳
）

ス
マ
ホ
じ
ゃ
な
く
て
本
読
む
私
、
待
合
室
で
プ
リ
ン
セ
ス

浅
井　

優
多
（
兵
庫
県　

22
歳
）

「
ま
た
明
日
」
と
降
り
る
君　

僕
の
手
に
残
る
君
の
熱あ

さ
つ
き
（
三
重
県　

27
歳
）



26

対
面
座
席
で
遠
い
君
に
も
、
映
る
窓
で
な
ら
近
づ
け
る

天
野　

周
（
滋
賀
県　

27
歳
）

荷
物
が
増
え
た
里
帰
り　

見
慣
れ
た
景
色
で
立
ち
止
ま
る

イ
ナ
サ
ク
（
滋
賀
県　

28
歳
）

と
き
め
き
の
一
瞬
、
車
窓
見
る
ふ
り
し
て　

あ
な
た
見
る

岩
切　

涼
子
（
兵
庫
県　

69
歳
）



27

黄
金
の
稲
穂
の
海
を
か
き
分
け
て
行
け
、
ゆ
け
、
電
車

大
継　

真
由
（
滋
賀
県　

19
歳
）

50
代
女
子
高
生
に
と
き
め
い
た
、
席
譲
ら
れ
て
落
込
ん
だ

岡
本　

望
（
滋
賀
県　

53
歳
）

視
界
の
端
に
あ
な
た
。
吊
り
広
告
の
文
字
も
記
号
。小

野　

陽
介
（
京
都
府　

42
歳
）



28

ず
っ
と
続
く
「Re:

」
メ
ー
ル
が
、
私
の
青
春
だ
っ
た
。か

お
り
（
東
京
都　

37
歳
）

つ
り
革
に
そ
ろ
い
の
銀　

照
れ
る
き
み
は
妻
に
な
る

鍵
本　

奈
々
美
（
滋
賀
県　

26
歳
）

今
は
私
が
君
を
好
き  

恋
に
折
り
返
し
乗
車
は
あ
り
で
す
か

か
じ
（
滋
賀
県　

18
歳
）



29

通
学
電
車
か
ら
通
勤
電
車
へ　

制
服
脱
い
だ
君
が
い
る
奇
跡

か
っ
ち
ゃ
ん
（
東
京
都　

67
歳
）

若
者
よ
人
生
と
は
乗
り
か
え
間
違
い
の
く
り
返
し

勝
見　

勉
（
京
都
府　

66
歳
）

車
両
か
ら
見
え
る
満
開
の
桜　

も
う
君
が
乗
っ
て
こ
な
い

兼
田　

侑
奈
（
愛
知
県　

18
歳
）



30

傘
寿
ま
で
手
を
取
り
合
い
乗
り
換
え
な
し
で
来
た
二
人

カ
ラ
ス
の
行
水
（
広
島
県　

80
歳
）

貴
女
の
言
葉
が
嬉
し
く
て 

辞
書
で
引
い
て
見
た 

何
回
も

川
口　

一
壽
（
神
奈
川
県　

83
歳
）

お
前
も
海
が
見
た
い
の
か
。
駆
け
込
み
乗
車
の
花
び
ら
1
枚
。

木
村　

綾
花
（
東
京
都　

20
歳
）



31

目
的
の
駅
は
次　
『
あ
っ
た
！
』
と
子
の
メ
ー
ル　

桜
咲
く

神
代　

佐
和
子
（
長
崎
県　

63
歳
）

こ
っ
そ
り
と
桜
色
の
口
紅
を
祖
母
が
く
れ
た
上
京
前
夜く

る
み
（
埼
玉
県　

38
歳
）

帰
り
道
、
君
の
隣
は
予
約
の
で
き
な
い
指
定
席
。

け
ん
い
ち
（
東
京
都　

25
歳
）



32

手
を
添
え
て
乗
り
降
り
を
手
伝
う
夫
婦
に
憧
れ

小
出　

紘
子
（
千
葉
県　

42
歳
）

乗
り
か
え
る
駅
で
寝
た
フ
リ
し
朝
練
サ
ボ
り
初
デ
ー
ト

河
野　

泰
子
（
大
阪
府　

37
歳
）

不
安
な
乗
り
換
え
を
終
え
、
車
窓
の
風
景
は
輝
き
だ
すこ

っ
こ
（
福
岡
県　

30
歳
）



33

電
車
通
学
初
日
。
柱
に
隠
れ
た
母
が
見
え
見
え
だ
っ
た
。

コ
ッ
コ
（
東
京
都　

79
歳
）

路
線
図
を
見
て
メ
ロ
ン
の
模
様
と
豆
鉄
が
言
う

斉
藤　

寿
美
子
（
東
京
都　

70
歳
）

乗
る
君
と
降
り
る
私 

す
れ
違
う
一
瞬
が
待
ち
遠
し
いさ

き
ち
ゃ
ん
（
愛
媛
県　

21
歳
）



34

車
窓
へ
と
さ
し
こ
む
青
空
が
何
よ
り
映
え
る
君
の
半
袖

汐
海　

岬
（
東
京
都　

52
歳
）

君
が
暮
ら
し
た
町
の
駅　

50
年
後
の
今
も
心
が
騒
ぐ
駅

塩
谷　

力
春
（
埼
玉
県　

70
歳
）

あ
と
一
駅
。
手
鏡
み
て
一
番
可
愛
い
私
で
君
の
も
と
へ

重
田　

実
絵
子
（
福
島
県　

25
歳
）



35

親
子
3
世
代
。
初
め
て
一
緒
に
乗
る
電
車
は
照
れ
く
さ
い
。

し
の
（
滋
賀
県　

36
歳
）

あ
な
た
の
た
め
に
時
間
を
か
け
て
準
備
し
た
一
言
の
お
は
よ
う

し
ょ
う
ゆ
（
千
葉
県　

16
歳
）

窓
の
外
を
眺
め
る
君
を
小
説
越
し
に
盗
み
見
る
わ
た
し

杉
村　

美
海
（
静
岡
県　

17
歳
）



36

猛
暑
日
に
駅
前
で
声
か
ら
し
募
金
箱
抱
え
る
制
服
ま
ぶ
し

田
久
保　

茂
和
（
福
岡
県　

68
歳
）

送
迎
し
て
い
た
最
寄
駅
に
、
今
日
は
若
葉
の
娘
が
待
つ
。

竹
内　

良
樹
（
滋
賀
県　

43 

歳
）

ジ
イ
ジ
と
バ
ア
バ
、
取
り
合
う
孫
の
ひ
ざ
抱
っ
こ
キ
ッ
プ

田
中　

俊
彦
（
滋
賀
県　

62
歳
）



37

真
横
に
は
君
の
横
顔
。
心
臓
の
音
バ
レ
ま
せ
ん
よ
う
にだ

も
（
福
岡
県　

13
歳
）

人
生
の
甘
味　

君
か
ら
の
り
か
え
な
か
っ
た　

青
春
の
正
解

俵
谷　

真
理
子
（
大
阪
府　

40
歳
）

恋
人
と
笑
う
君
と
、
す
れ
違
い
、
そ
っ
と
降
り
る
私
。

ち
ゃ
ん
ぺ
（
茨
城
県　

19
歳
）



38

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
た
電
車　

不
登
校
か
ら
卒
業
の
息
子

坪
久
田　

文
子
（
滋
賀
県　

60
歳
）

泣
い
た
赤
ち
ゃ
ん
を
知
ら
な
い
皆
が
あ
や
す
優
し
い
時
間

堂
坂　

迪
子
（
滋
賀
県　

39
歳
）

あ
の
コ
と
目
が
合
う　

偶
然
と
思
う
自
分　

思
い
た
く
な
い
自
分

と
し
（
東
京
都　

56
歳
）



39

「
出
発
進
行
！
」
一
両
目
も
う
ひ
と
り
の
小
さ
な
車
掌
さ
ん

中
井　

享
子
（
愛
知
県　

52
歳
）

知
ら
な
い
駅
が
「
好
き
な
人
の
最
寄
り
駅
」
に
な
っ
た

中
西　

琴
音
（
愛
知
県　

20
歳
）

無
人
駅
降
り
立
ち
て
聞
こ
ゆ　

は
る
か
湖
面
の
さ
さ
や
き

仲
西　

貞
之
（
滋
賀
県　

69
歳
）



40

つ
り
革
持
た
ず
に
体
幹
鍛
え
る
、
絶
賛
自
分
磨
き
中
。

中
西　

穂
（
和
歌
山
県　

15
歳
）

背
伸
び
し
て
吊
り
革
に
指
先
が
触
れ
た
子
の
誇
ら
し
げ
な
顔

茄
子
の
夜
市
（
滋
賀
県　

45
歳
）

彼
の
ズ
ボ
ン
の
ほ
つ
れ
、
知
っ
て
る
の
き
っ
と
私
だ
け

西
川　

昂
汰
（
大
阪
府　

31
歳
）



41

通
学
で
一
緒
だ
っ
た
初
恋
の
人
と　

今
度
は
通
院
で野

村　

信
廣
（
東
京
都　

81
歳
）

問
一　

こ
こ
か
ら
君
の
隣
ま
で
の
最
短
距
離
を
求
め
な
さ
い

野
村
齋
藤
（
愛
知
県　

22
歳
）

運
転
席
を
の
ぞ
き
こ
む
子
の
つ
ま
先
立
ち
の
真
剣
さハ

コ
ネ
コ
（
東
京
都　

58
歳
）



42

毎
朝
吊
り
革
に
手
を
伸
ば
し
確
認
。
背
、
伸
び
た
か
な
。

橋
本　

凪
沙
（
埼
玉
県　

15
歳
）

園
児
た
ち
元
気
に
手
を
振
り
汽
笛
で
お
返
し

原
田　

美
咲
（
滋
賀
県　

26
歳
）

桜
散
る
改
札
で
両
手
で
眺
め
る
ピ
カ
ピ
カ
の
定
期
券平

木　

孝
典
（
福
岡
県　

17
歳
）



43

二
人
で
乗
っ
て
三
十
年　

終
着
駅
ま
で
ず
っ
と
ず
っ
と

藤
田　

徹
郎
（
新
潟
県　

61
歳
）

初
め
て
の
切
符
、
自
動
改
札
機
に
奪
わ
れ
た
吾
子
の
泣
き
顔

藤
田　

陽
子
（
滋
賀
県　

67
歳
）

次
降
り
る
よ
と
妹
に
靴
を
履
か
せ
ゆ
れ
る
ほ
っ
ぺ
た

ふ
た
ば
（
東
京
都　

20
歳
）



44

部
活
の
朝
、
乗
り
換
え
待
ち
に
父
の
塩
む
す
び
二
つ

堀　

卓
（
千
葉
県　

52
歳
）

駆
け
込
み
は
お
や
め
下
さ
い　

そ
の
恋
は
逃
げ
ま
せ
んほ

ろ
ろ
（
東
京
都　

56
歳
）

片
想
い　

今
で
は
あ
な
た
の
と
な
り
で　

ゆ
ら
れ
て
るぼ

ん
（
宮
崎
県　

30
歳
）



45

の
り
か
え
ご
と
に
雨
あ
が
り
、
曇
り
心
が
晴
れ
て
い
く

前
田　

智
則
（
滋
賀
県　

17
歳
）

思
い
出
が
揺
れ
て
い
る
。
卒
業
生
で
埋
ま
る
車
両
。松

田　

翔
（
滋
賀
県　

36
歳
）

子
供
の
喜
び
。
先
頭
車
両
は
心
動
か
す
秘
密
の
場
所
。

松
本　

悠
誠
（
滋
賀
県　

17
歳
）



46

多
め
の
チ
ャ
ー
ジ
金
額
に
は
、
遠
出
の
期
待
と
覚
悟
。

ま
る
こ
い
ろ
（
東
京
都　

21
歳
）

駅
の
鏡
で
服
装
よ
し
。
私
服
の
君
と
は
は
じ
め
ま
し
て

村
井　

杏
歌
（
滋
賀
県　

14
歳
）

吊
革
と
一
緒
に
、
君
の
心
も
掴
め
た
ら
、
な
ん
て
さ
。廻

（
神
奈
川
県　

20
歳
）



47

学
生
た
ち
の
キ
ラ
キ
ラ
し
た
言
葉
で
車
内
が
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

m
ojaraw

（
愛
知
県　

47
歳
）

素
知
ら
ぬ
顔
で
黙
っ
て
席
を
立
つ
そ
の
不
器
用
な
優
し
さ

モ
チ
モ
チ
の
も
ち
（
滋
賀
県　

22
歳
）

あ
、
乗
り
ま
せ
ん
。
車
掌
に
謝
り
ホ
ー
ム
で
君
待
つ
。も

っ
ち
（
沖
縄
県　

18
歳
）
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振
り
向
か
ず
改
札
を
出
る
君　

旅
立
つ
背
中

元
木　

恵
子
（
滋
賀
県　

51
歳
）

お
母
さ
ん
に
見
せ
る
背
中
、
私
頑
張
っ
て
く
る
よ
。森

に
恋
（
和
歌
山
県　

17
歳
）

い
つ
も
の
電
車
。
で
も
違
う
。
だ
っ
て
今
日
か
ら
大
人
料
金

矢
内　

柚
花
（
滋
賀
県　

17
歳
）
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友
が
降
り
た
後 

空
い
た
席
と
寂
し
さ
を 

斜
陽
が
埋
め
る

ユ
ウ
ナ
（
香
川
県　

19
歳
）

夏
の
匂
い
を
ま
と
う
君　

日
焼
け
の
腕
と
白
い
吊
り
革

横
田　

浩
之
（
京
都
府　

55
歳
）

親
な
し
で
初
の
乗
車
。
握
り
し
め
た
切
符
が
グ
ニ
ャ
ッ
。

W
riter Q

（
岐
阜
県　

49
歳
）
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君
が
あ
そ
こ
に
見
え
る
の
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
残
高
不
足
で
す
。

ル
ー
キ
ー
（
山
梨
県　

43
歳
）

団
体
賞

滋
賀
県
立
瀬
田
工
業
高
等
学
校
（
滋
賀
県
）

金
城
学
院
高
等
学
校
（
愛
知
県
）
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審
査
員
コ
メ
ン
ト

●
大
津
市
副
市
長
　
國
松  

睦
生

初
め
て
審
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
れ
も
こ
れ
も
素
晴
ら
し
い
。
青
春
っ
て
ど
ん
な
だ
っ
た
か
、
も
う
何
年
も
前
の

こ
と
で
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
に
審
査
で
き
る
の
か
、
と
不
安
で
し
た
。
で
も
読
ま
せ
て
い
た
だ
く
う
ち
に
、
あ
ー
そ
う
だ
、

こ
う
い
う
の
だ
、
確
か
。
胸
が
熱
く
な
っ
た
、
人
知
れ
ず
涙
し
た
、
憧
れ
だ
け
で
、
自
分
に
も
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
勘
違

い
し
て
た
。
あ
の
と
き
の
感
覚
を
少
し
だ
け
呼
び
起
こ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ひ
と
と
き
。
幸
せ
で
し
た
。

●
大
津
商
工
会
議
所
女
性
会
会
長
　
岡
澤  

則
子

大
津
商
工
会
議
所
女
性
会
で
は
今
年
も
丹
念
に
12
名
で
二
次
審
査
を
行
わ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
毎
年
の
行
事
に
な
っ
て
お
り

も
は
や
審
査
も
ベ
テ
ラ
ン
の
域
に
入
っ
て
来
ま
し
た
。
概
ね
例
年
通
り
で
し
た
が
、
同
じ
電
車
の
思
い
出
も
光
を
当
て
る
角
度

に
よ
っ
て
見
え
て
く
る
景
色
が
異
な
る
の
を
痛
感
致
し
ま
し
た
。

「
言
葉
」
の
大
切
さ
を
痛
感
致
し
ま
す
。
自
分
を
素
直
に
見
つ
め
て
語
り
、「
言
葉
」
に
自
分
だ
け
の
宝
石
の
よ
う
な
思
い
出

の
「
心
」
を
乗
せ
る
素
敵
な
作
品
に
多
く
出
会
わ
せ
て
い
た
ま
し
た
。

我
々
に
と
っ
て
懐
か
し
い
京
阪
石
坂
線
。
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
来
年
は
応
募
し
て
み
た
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
毎
年

エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
時
間
を
頂
き
感
謝
で
す
。
最
終
発
表
を
と
て
も
楽
し
み
に
致
し
て
お
り
ま
す
。
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●
日
本
放
送
協
会
大
津
放
送
局
長
　
小
磯
　
亮

少
し
前
に
読
ん
だ
本
の
中
に
「
半
径
３
メ
ー
ト
ル
の
幸
福
」
と
い
う
言
葉
を
見
つ
け
ま
し
た
。
著
者
は
「
半
径
３
メ
ー
ト
ル

は
お
互
い
の
顔
が
見
え
て
声
を
か
け
ら
れ
る
世
界
。
半
径
３
メ
ー
ト
ル
に
幸
せ
が
な
い
と
人
生
の
満
足
度
は
高
く
な
ら
な
い
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
21
文
字
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
拝
見
す
る
と
、
そ
の
一
瞬
し
か
湧
き
出
な
い
気
持
ち
が
ス
ト
レ
ー
ト
に

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
気
持
ち
が
青
春
時
代
の
真
っ
只
中
か
ら
出
て
き
た
感
情
で
す
か
ら
、
ズ
ド
ン
と
響
い
て

き
ま
し
た
。
青
春
時
代
の
足
元
の
「
き
ら
き
ら
」
や
「
と
き
め
き
」
を
大
切
に
す
る
。
そ
の
気
持
ち
や
感
情
こ
そ
が
未
来
の
糧

に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
ん
な
気
分
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
審
査
で
し
た
。
来
年
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

●
毎
日
新
聞
大
津
支
局
長
　
藤
田  
文
亮

「
掴
ん
だ
君
の
リ
ュ
ッ
ク
の
紐
」「
お
そ
ろ
い
の
ス
ニ
ー
カ
ー
」「
分
け
合
っ
た
イ
ヤ
ホ
ン
」。
今
回
も
、詠
み
人
の
目
に
映
っ
た「
と

き
め
き
」
が
ち
り
ば
め
ら
れ
た
、
青
春
の
王
道
が
ズ
ラ
リ
と
並
ん
で
い
ま
し
た
。

し
か
し
私
は
、
そ
ん
な
「
き
ら
き
ら
」
し
た
青
春
の
先
に
続
く
、
人
生
の
深
み
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
言
葉
に
、
つ
い
つ
い

目
が
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

「
乗
っ
た
か
な
、
降
り
た
か
な
」
と
い
う
、
幼
子
の
冒
険
に
気
が
気
で
な
い
幸
せ
の
景
色
。「
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
た
不
登
校
」

と
い
う
、
曇
天
に
差
し
た
薄
明
か
り
。
親
心
の
旅
に
、
終
着
駅
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
武
骨
な
父
の
塩
む
す
び
」「
離
せ
な
か
っ
た
母
の
手
」「
亡
き
父
の
ネ
ク
タ
イ
」。
親
心
は
、や
が
て
親
思
う
心
に
「
の
り
か
え
」

ら
れ
、
路
（
み
ち
）
は
い
つ
ま
で
も
続
い
て
い
く
。
そ
ん
な
こ
と
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
言
葉
た
ち
で
し
た
。
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●
特
別
審
査
員
　
福
井  

貴
浩

21
文
字
と
い
う
限
ら
れ
た
世
界
に
、
多
く
の
人
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
短
歌
と
出
会
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
に
人
々
の
心
の
輝
き
や
揺
ら
ぎ
が
宿
り
、
物
語
に
心
を
動
か
さ
れ
ま
し
た
。 

「
と
き
め
き
」「
の
り
か
え
」「
き
ら
き
ら
」
を
テ
ー
マ
に
選
ば
れ
た
５
０
０
の
短
歌
を
味
わ
い
ま
し
た
。

そ
の
風
景
に
は
、
自
身
の
思
い
出
が
重
な
り
、
胸
に
響
く
瞬
間
が
訪
れ
ま
す
。 

京
阪
電
車
に
揺
ら
れ
た
日
々
、
曲
が
り
く
ね
る
カ
ー
ブ
の
先
に
見
た
儚
い
景
色
。

そ
の
美
し
さ
を
忘
れ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

再
び
電
車
に
乗
り
、
21
文
字
の
世
界
を
旅
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
※
）�

今
回
、
行
い
ま
し
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
リ
タ
ー
ン
と
し

て
、
2
次
審
査
員
を
お
願
い
し
た
支
援
者
の
福
井
貴
浩
さ
ん
の
審
査

コ
メ
ン
ト
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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俵
万
智
（
た
わ
ら
ま
ち
）
歌
人

早
稲
田
大
学
卒
。
１
９
８
６
年
、
作
品
「
八
月
の
朝
」
で
第
32
回
角
川
短
歌
賞
受

賞
。
１
９
８
７
年
、
第
一
歌
集
「
サ
ラ
ダ
記
念
日
」
を
出
版
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な

る
。
翌
年
、「
サ
ラ
ダ
記
念
日
」
で
第
32
回
現
代
歌
人
協
会
賞
受
賞
。
２
０
０
４
年 

評
論
「
愛
す
る
源
氏
物
語
」
で
第
14
回
紫
式
部
文
学
賞
受
賞
。
第
四
歌
集
「
プ
ー
さ

ん
の
鼻
」
で
２
０
０
６
年 

第
11
回
若
山
牧
水
賞
受
賞
。
歌
集
の
他
、
小
説
、
エ
ッ
セ

イ
な
ど
著
書
多
数
。
歌
集
「
未
来
の
サ
イ
ズ
」
で
詩
歌
文
学
館
賞
、
迢
空
賞
。
長
年

の
清
新
な
創
作
活
動
と
短
歌
の
裾
野
を
広
げ
た
功
績
に
よ
り
朝
日
賞
な
ら
び
に
紫
綬

褒
章
受
賞
。
最
新
歌
集
は
『
ア
ボ
カ
ド
の
種
』。

俵
万
智
さ
ん
総
評

全
国
か
ら
、
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
か
た
か
ら
、
ご
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
賞
の
広
が
り
と
と
も
に
、
電
車
や
駅

に
ま
つ
わ
る
思
い
出
や
ド
ラ
マ
が
、
多
く
の
人
々
の
心
に
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
る
選
考
で
し
た
。
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ポスターデザイン：角谷 和好　監修：びわこデザイン文化協会
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滋
賀
県
知
事
祝
辞

「
第
18
回　

青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
作
品
集
の
御
完
成
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
回
は
４
５
２
５
作
品
も
の
応
募
が
あ
り
、
中
に
は
毎
年
応
募
さ
れ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
毎
年
多
く
の
方
の
楽
し
み
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。　

ま
た
、
今
年
は
18
回
目
を
迎
え
ら
れ
、
人
で
い
う
と
成
人
を
迎
え
る
年
に
な
り
ま
す
。
長
く
続
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、「
毎

年
の
風
物
詩
」
の
よ
う
に
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
今
回
の
サ
ブ
テ
ー
マ
は
「
と
き
め
き
」「
の
り
か
え
」「
き
ら
き
ら
」
で
し
た
。
皆
様
の
作
品
を
見
て
お
り
ま
す
と
、

共
通
し
た
テ
ー
マ
で
も
全
く
色
合
い
の
異
な
る
作
品
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。
日
常
の
中
に
あ
る
電
車
や
駅
が

舞
台
だ
か
ら
こ
そ
、
人
の
数
だ
け
の
ド
ラ
マ
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
通
じ
て
、
貴
重
な
思

い
出
の
一
部
を
共
有
い
た
だ
け
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

県
と
し
て
は
、こ
れ
か
ら
も
電
車
が
皆
様
の
日
常
に
寄
り
添
え
る
よ
う
、公
共
交
通
の
魅
力
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

青
春
小
説
「
成
瀬
は
天
下
を
取
り
に
い
く
」
の
舞
台
で
も
あ
り
、
こ
の
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
端
と
な
っ
た
京
阪
石

山
坂
本
線
に
乗
っ
て
新
た
な
ド
ラ
マ
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
御
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
の
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
と
も

に
、
今
後
ま
す
ま
す
の
御
発
展
と
皆
様
の
御
活
躍
を
お
祈
り
し
、
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
７
年
吉
日　

滋
賀
県
知
事　
　

三
日
月  

大
造
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大
津
市
長
祝
辞

「
第
18
回
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が
全
国
各
地
か
ら
４
５
２
５
点
も
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
、
作
品
集
の
発
刊
へ
と
繋

が
り
ま
し
た
こ
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

京
阪
電
車
の
石
山
坂
本
線
に
あ
る
21
の
駅
に
ち
な
ん
で
始
ま
っ
た
「
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
は
、
電
車
や
青
春
に
ま

つ
わ
る
市
民
の
皆
様
の
温
か
い
想
い
か
ら
始
ま
っ
た
事
業
だ
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

各
回
設
け
ら
れ
ま
す
サ
ブ
テ
ー
マ
に
沿
わ
せ
、か
つ
、21
文
字
と
い
う
限
ら
れ
た
文
字
数
に
想
い
を
乗
せ
て
表
現
す
る
こ
と
は
、

一
見
す
る
と
簡
単
な
よ
う
で
す
が
、
実
は
至
難
の
業
で
す
。
今
回
入
選
さ
れ
た
作
品
は
、
ど
れ
も
素
晴
ら
し
い
作
品
で
、
短
い

言
葉
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
駅
や
電
車
内
で
の
１
コ
マ
を
切
り
取
っ
て
、
読
ん
だ
皆
様
が
情
景
を
思
い
浮
か
べ
や
す
い
魅
力

的
な
表
現
を
さ
れ
て
お
り
、
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

現
在
、商
店
街
や
駅
、京
阪
電
車
内
な
ど
市
内
各
所
に
て
「
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の
作
品
が
掲
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

通
勤
や
通
学
、お
出
か
け
の
際
に
は
、ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
、こ
れ
か
ら
も
よ
り
多
く
の
皆
様
の
心
に
21
文
字
の
温
か
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
届
き
ま
す
と
と
も
に
、
大
津
の
ま
ち
に
愛
着
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

結
び
に
な
り
ま
し
た
が
、
事
業
や
作
品
集
の
制
作
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
の
皆
様
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

令
和
７
年
吉
日

大
津
市
長　
　

佐
藤  

健
司



ポスターデザイン：馬淵 哲



今
年
の
活
動
を
振
り
返
る
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令
和
6
年
度
滋
賀
を
み
ん
な
の
美
術
館
に

滋
賀
県
文
化
芸
術
振
興
課
／
美
の
魅
力
発
信
推
進
室
が
募
集
し
た
令
和
6
年
度
「
滋
賀
を
み
ん
な
の
美
術
館
に
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
3
年
目
の
今
年
も
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
多
様
な
美
の
魅
力
が
満
ち
溢
れ
て
い
る
滋
賀
県
全
体
を
、
あ
た
か
も
、
ひ
と
つ

の
「
美
術
館
」
と
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
滋
賀
へ
の
愛
着
が
深
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
事
業
で
す
。

昨
年
ま
で
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
型
」
で
し
た
が
、
今
年
度
は
「
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
型
」
で
応
募
し
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
地
域

に
あ
る
美
の
資
源
の
魅
力
を
引
き
出
し
、
開
催
地
域
内
外
の
賑
わ
い
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
複
数
の
イ
ベ
ン
ト
を
複
数
の
地

域
に
わ
た
り
開
催
す
る
な
ど
、
概
ね
１
０
０
０
人
以
上
の
入
場
者
・
来
場
者
が
見
込
め
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
性
の
あ
る
も
の
、

と
い
う
枠
組
み
で
し
た
。
そ
れ
に
の
っ
と
り
今
回
は
、
八
日
市
駅
の
近
江
鉄
道
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
の
展
示
、
大
津
市
立
図
書
館

や
滋
賀
大
学
教
育
学
部
と
の
連
携
で
幅
広
い
年
代
や
、
電
車
や
文
芸
に
興
味
を
持
つ
層
に
働
き
か
け
ま
し
た
。「
鉄
道
を
利
用
す

る
人
に
電
車
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
展
示
」
や
「
21
文
字
作
品
制
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」「
子
ど
も
や
若
も
の
た
ち
を
巻
き
込

ん
だ
言
葉
を
絵
に
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
な
ど
新
規
に
幅
広
い
取
り
組
み
を
行
い
、
参
加
者
来
場
者
だ
け
で
も
１
５
０
０
名

を
こ
え
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
募
集
し
発
表
す
る
側
で
あ
る
私
た
ち
は
、
受
け
取
り
手
で
あ
る
読
者
と
作
者
と
の
関
係
性
は
長
年
想
像
の
中
で
の

世
界
で
し
た
。
が
、
美
術
館
で
「
21
文
字
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
展
示
し
た
こ
と
で
作
者
と
読
者
が
こ
の
場
で
出
会

い
、弾
け
る
笑
顔
で
会
話
す
る
交
流
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
持
つ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
実
感
で
き
、

今
後
の
活
動
へ
の
原
動
力
に
も
な
り
ま
し
た
。
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① 
大
津
市
立
図
書
館
で
21
文
字
作
品
制
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

今
回
初
め
て
の
試
み
と
し
て
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
「
つ
く
る
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
（
8
月
24
日
）。

本
企
画
は
各
々
が
思
い
描
く
景
色
を
21
文
字
で
表
現
す
る
創
作
体
験
で
す
。

21
文
字
と
い
う
文
芸
の
認
知
を
広
げ
る
た
め
、
大
津
市
立
図
書
館
と
連
携
し
ま
し
た
。
作
品
募
集
期
間
中
に
は
図
書
館
入
口

特
設
コ
ー
ナ
ー
で
過
去
作
品
集
の
展
示
を
し
ま
し
た
（
7
月
9
日
～
9
月
29
日
、
写
真
①
）。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
当
日
は
大
津
市
内
外
か
ら
11
名
の
参
加
者
。
進
行
は
、
長
年
授
業
で
青
春
21
文
字
を
取
り
上
げ
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
藤
田
陽
子
教
諭
。
そ
し
て
作
品
づ
く
り
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
大
津
市
俳
句
連
盟
・
大
津
短
歌
連
盟
の
協
力
で
実
施
。

広
い
意
味
で
の
創
作
の
工
夫
を
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
、
今
回
サ
ポ
ー
ト
を
依
頼
し
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
作
品
づ
く
り
で
す
。
各
テ
ー
ブ
ル
で
電
車
や
青
春
の
ほ
か
、
今
回
の
サ
ブ
テ
ー
マ
「
と
き
め
き
・
の
り
か
え
・
き

ら
き
ら
」
か
ら
想
起
さ
れ
る
言
葉
を
メ
ン
バ
ー
で
共
有
し
ま
す
。
そ
の
言
葉
か
ら
連
想
す
る
情
景
、
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
言

葉
に
し
て
い
き
ま
す
（
写
真
②
）。
1
時
間
弱
の

創
作
で
し
た
が
、
参
加
者
の
な
か
に
は
複
数
作

品
を
つ
く
ら
れ
た
方
も
い
て
、
お
互
い
の
作
品

を
読
み
合
い
感
想
を
伝
え
る
様
子
も
。
渾
身
の

作
品
が
出
来
た
方
は
そ
の
場
で
応
募
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

●❶

●❷
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② 
近
江
鉄
道
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
「
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
」
を
開
催

２
０
２
４
年
9
月
10
日
か
ら
約
２
か
月
間
、
近
江
鉄
道
八
日
市
駅
二
階
に
あ
る
近
江
鉄
道
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
て
「
青
春
21
文

字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

入
賞
作
品
の
車
内
の
中
吊
り
掲
出
の
み
な
ら
ず
、
昨
年
度
滋
賀
県
立
美
術
館
に
お
い
て
行
わ
れ
た
「
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
展
」
で
は
近
江
鉄
道
の
座
席
を
お
借
り
し
て
会
場
内
に
展
示
す
る
等
、
青
春
21
文
字
と
近
江
鉄
道
の
か
か
わ
り
は
深
く
、
今

回
は
近
江
鉄
道
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
一
角
で
過
去
の
受
賞
作
と
作
品
集
の
展
示
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昨
年
度
第
17
回
の
滋
賀
県
知
事
賞
に
輝
い
た
中
西
太
さ
ん
は
近
江
鉄
道
の
駅
務
員
で
あ
り
、
受
賞
し
た
作
品
「
子
ど
も
切
符

を
買
っ
た
子
の
手
に
十
円
の
跡
」
は
、
実
際
に
近
江
鉄
道
で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
の
ワ
ン
シ
ー
ン
を
細
や
か
に
表
現
さ
れ
た

も
の
で
し
た
。
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
他
な
ら
ぬ
近
江
鉄
道
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
展
示
で
き
た
こ
と
は
私
た
ち
に
と
っ
て
も
大
き
な

意
味
合
い
を
持
つ
も
の
で
し
た
（
写
真
③
④
）。

展
示
期
間
中
に
は
、「
近
江
鉄
道
グ
ル
ー
プ
に
ぎ
わ
い
づ
く

り
Ｄ
Ａ
Ｙ 

ガ
チ
ャ
フ
ェ
ス
２
０
２
４
」
が
開
催
。
近
江
鉄
道
全

線
が
一
日
１
０
０
円
で
乗
り
放
題
に
な
る
こ
の
日
は
、
沿
線
で

50
以
上
の
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
地
域
全
体
を
盛
り
上

げ
る
取
り
組
み
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
日
を
含
め
６
０
０
名
の

来
場
者
が
近
江
鉄
道
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
訪
れ
、
青
春
の
21
文
字

に
触
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●❸

●❹
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③ 
「
滋
賀
を
み
ん
な
の
美
術
館
に
」
作
品
制
作
と
美
術
館
展
示

滋
賀
大
学
教
育
学
部
馬
淵
准
教
授
の
ご
協
力
を
得
て
幼
稚
園
、小
・
中
・
高
・
大
の
児
童
生
徒
、学
生
が
「
言
葉
を
絵
に
表
現
す
る
」

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
制
作
さ
れ
た
作
品
を
滋
賀
県
立
美
術
館
に
展
示
し
ま
し
た
（
写
真
⑤
）。

● 

サ
ブ
テ
ー
マ
「
と
き
め
き
・
の
り
か
え
・
き
ら
き
ら
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
作
品
制
作

滋
賀
大
学
教
育
学
部 
附
属
幼
稚
園
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
電
車
が
線
路
を
走
る
イ
メ
ー
ジ
や
「
き
ら
き
ら
」
の
イ
メ
ー

ジ
を
5
ｍ
を
超
え
る
ロ
ー
ル
紙
に
「
ロ
ー
ラ
ー
転
が
し
」
で
園
児
に
表
現
し
て
も
ら
い
（
写
真
⑥
）、
そ
れ
を
滋
賀
大
学
教
育
学

部
の
学
生
チ
ー
ム
が
協
働
で
テ
ー
マ
「
と
き
め
き
・
の
り
か
え
・
き
ら
き
ら
」
を
構
想
し
、「
電
車
内
風
景
」
に
見
立
て
た
コ
ラ
ー

ジ
ュ
絵
画
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

そ
こ
に
「
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ま
た
は
サ
ブ
テ
ー
マ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
美
術
作
品
」
を
車
内
広
告
風
に
配
置
、
園
児

と
大
学
生
の
コ
ラ
ボ
に
よ
り
幻
想
的
な
絵
画
に
仕
上
が
り
、
お
も
し
ろ
い
空
間
が
で
き
ま
し
た
。

附
属
小
学
校
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
1
年
生
に
電
車
の
塗
り
絵
を
し
て
も
ら
い
、
大

学
生
が
そ
れ
を
「
青
春
21
」
の
文
字
に
な
る
よ
う
繋

い
で
い
き
ま
し
た
。
電
車
の
枠
内
や
枠
外
を
思
い
思

い
に
描
か
れ
た
塗
り
絵
は
ど
れ
も
個
性
的
で
、
楽
し

い
「
青
春
21
」
文
字
に
な
り
明
る
い
雰
囲
気
に
な
り

ま
し
た
（
写
真
⑦
）。

4
年
生
は
、「
き
ら
き
ら
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
蛍

光
色
の
絵
の
具
や
ペ
ン
で
透
明
板
や
画
用
紙
、「
ダ

●❺

●❻
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ン
ボ
ー
ル
の
し
ろ
く
ま
」
に
描
き
、
ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ

ト
で
発
光
す
る
「
き
ら
き
ら
」
の
様
子
を
観
察
す
る

中
で
、
ま
さ
し
く
「
と
き
め
き
」
を
感
じ
な
が
ら
描

い
て
い
ま
し
た
（
写
真
⑧
）。

6
年
生
は
、「
き
ら
き
ら
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
画

用
紙
に
思
い
の
ま
ま
自
由
に
表
現
。
電
車
な
ど
具
体

的
な
テ
ー
マ
や
抽
象
的
な
テ
ー
マ
、
ま
た
様
々
な
道

具
や
材
料
を
使
っ
て
楽
し
く
個
性
的
に
描
い
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

6
年
生
と
4
年
生
の
作
品
を
大
学
生
と
ス
タ
ッ
フ
が
つ
な
ぎ
、
会
場
で
中
吊
り
し
、
ラ
ボ

正
面
を
飾
る
印
象
強
く
キ
ャ
ッ
チ
ー
な
オ
ブ
ジ
ェ
に
な
り
、
楽
し
い
雰
囲
気
の
演
出
に
貢
献

し
ま
し
た
（
写
真
⑨
）。
番
外
編
と
し
て
、大
学
生
チ
ー
ム
が
製
作
し
た
「
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
電
車
」

に
蛍
光
絵
の
具
で
手
や
綿
棒
な
ど
を
使
っ
て
描
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

● 

青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ま
た
は
サ
ブ
テ
ー
マ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
美
術
作
品

滋
賀
大
学
教
育
学
部 
学
生
・
附
属
中
学
校 

生
徒  

滋
賀
県
立
膳
所
高
等
学
校 

美
術
班
に
よ

る
、「
第
18
回
青
春 

21 

文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
入
選
作
品
」
ま
た
は
サ
ブ
テ
ー
マ
か
ら
イ
メ
ー

ジ
し
た
美
術
作
品
に
つ
い
て
は
、各
々
が
描
き
た
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
作
品
を
選
び
、絵
画
・

イ
ラ
ス
ト
ま
た
コ
ラ
ー
ジ
ュ
や
写
真
・
デ
ジ
タ
ル
で
作
画
し
て
も
よ
い
と
い
う
条
件
で
制
作

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
自
分
な
り
に
解
釈
し
な
が
ら
独
自
の
表
現
方
法
の
追

●❼

●❽

●❾
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究
が
見
ら
れ
た
り
、
個
性
や
持
ち
味
が
表
れ
た
作
品
が
そ
ろ
い
大
変
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

す
べ
て
の
制
作
を
振
り
返
っ
て
思
っ
た
こ
と
は
、
附
属
幼
稚
園
児
・
小
学
生
・
中
学
生
、
膳
所
高
校
生
は
「
青
春
」「
と
き
め

き
・
き
ら
き
ら
」
の
真
っ
た
だ
中
で
あ
り
、
そ
し
て
、
ほ
と
ん
ど
が
京
阪
電
車
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
本
展
の
イ
メ
ー

ジ
を
実
感
を
伴
い
つ
つ
表
現
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
実
感
を
伴
う
経
験
が
自
分
の
表
現
の
糧
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
改
め

て
思
い
、
私
自
身
に
と
っ
て
も
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

	

　
　
　
　
　
　

 （
滋
賀
大
学
教
育
学
部
准
教
授　

馬
淵  

哲
）

④ 

滋
賀
県
立
美
術
館
で
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

２
０
２
５
年
1
月
11
日
（
土
）
11
：
00
～
12
：
00　

於
：
滋
賀
県
立
美
術
館
木
の
ホ
ー
ル　

参
加
者
53
名

青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
初
日
に
音
楽
演
奏
を
中
心
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
展
で
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
る
滋
賀
大
学

か
ら
、
学
生
ア
カ
ペ
ラ
サ
ー
ク
ル
【M

EBA

☆CHIKO

】、
そ

し
て
滋
賀
が
生
ん
だ
3
人
組
バ
ン
ド
【
ゴ
リ
ラ
祭
ー
ズ
】、
２

グ
ル
ー
プ
の
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。

ま
ず
は
【M

EBA

☆CHIKO

】
よ
り
三
回
生
同
期
バ
ン
ド

【Ascella

】
の
6
人
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
か
ら
（
写
真
⑩
）。
重

低
音
か
ら
高
音
ま
で
、
重
層
的
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
会
場
に
響
か

せ
2
曲
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
役
大
学
生
の
パ
ワ
ー

溢
れ
る
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
し
た
。

●❿

●⓫
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続
い
て
は
、
ゴ
リ
ラ
祭
ー
ズ
（
写
真
⑪
）。
今
回
で
3
回
目
の
出
演
で
す
。「
21
文
字
の
う
た
」
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
ご
縁
で

第
16
回
の
イ
ベ
ン
ト
時
か
ら
出
演
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
京
阪
電
車
石
山
坂
本
線
沿
線
の
高
校
で
知
り
合
っ
た

3
人
で
、
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
へ
の
作
品
応
募
の
経
験
者
で
も
あ
り
ま
す
。
今
回
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
含
め
、
6
曲
の

ラ
イ
ブ
で
す
。
途
中
の
Ｍ
Ｃ
で
は
、
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
コ
レ
!
と
選
ん
だ
作
品
の
発
表
も
。
普
段
は
表
現
者
で
は
な
い
市

民
が
、
自
身
の
思
い
を
21
文
字
に
す
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
作
品
発
表
の
貴
重
な
表
現
の
場
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
大
き

な
意
義
が
あ
る
と
い
う
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

2
グ
ル
ー
プ
の
ラ
イ
ブ
を
楽
し
み
に
来
場
者
が
席
を
埋
め
、
そ
の
後
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
を
熱
心
に
み
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。旧日野駅
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ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て

今
回
も
資
金
獲
得
に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
目
標
額
（
21
万
円
）
を
達
成
し
ま
し
た
。
最
終
的
に

３
８
３
０
０
０
円
の
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

県
内
の
電
鉄
会
社
や
船
会
社
な
ど
引
き
続
き
リ
タ
ー
ン
品
の
提
供
を
頂
い
た
各
社
の
他
、
新
規
の
企
業
も
加
わ
り
ま
し
た
。

昨
年
に
続
き
地
元
・
大
津
を
舞
台
と
し
た
青
春
小
説
「
成
瀬
は
天
下
を
取
り
に
い
く
」
で
本
屋
大
賞
を
受
賞
さ
れ
た
作
者
・
宮

島
未
奈
さ
ん
と
の
コ
ラ
ボ
も
さ
ら
に
充
実
。
サ
イ
ン
入
り
の
小
説
本
と
小
説
の
聖
地
巡
礼
と
連
な
る
リ
タ
ー
ン
品
、「
膳
所
茶
」「
と

き
め
き
坂
珈
琲
」
な
ど
ア
イ
テ
ム
も
昨
年
よ
り
増
え
て
大
津
の
認
知
度
も
高
ま
り
ま
し
た
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
4
回
目
と
な
り
、
主
宰
す
る
私
た
ち
は
「
ま
た
か
」
と
い
う
印
象
を
持
た
れ
る
の
で
は
な
い

か
し
ら
と
正
直
案
じ
て
も
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
、
毎
回
応
援
し
て
い
る
こ
の
事
業
が
継
続
す

る
こ
と
が
自
分
の
こ
と
と
し
て
う
れ
し
い
と
言
っ
て
く
だ
さ
る
方
が
増
え
う
れ
し
い
限
り
で
す
。
支
援
し
て
下
さ
る
皆
さ
ま
が

添
え
ら
れ
て
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

■ 

今
年
も
皆
さ
ん
の
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
の
青
春
に
感
応
し
て
、
自
ら
の
感
性
を
磨
く
糧
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■ 

新
し
い
文
芸
を
大
津
か
ら
発
信
す
る
取
り
組
み
、
素
敵
で
す
ね
。
応
援
し
て
い
ま
す
。

■ 

鉄
道
と
町
・
暮
ら
し
・
心
を
つ
な
ぐ
21
文
字　

の
文
化
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
！

■ �

こ
の
意
義
深
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
こ
れ
か
ら
も
長
く
続
き
、
多
く
の
方
々
に
青
春
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
続
け
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
心
よ
り
応
援
し
て
お
り
ま
す
。

■ 

本
年
も
実
施
さ
れ
、
嬉
し
く
、
文
化
振
興
と
地
域
活
性
化
に
感
謝
で
す
。
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画
家 

寺
田
み
の
る
さ
ん
コ
メ
ン
ト
（
＊
）地
元
を
愛
す
る
画
家　

寺
田
み
の
る
さ
ん
。各
地
の
鉄
道
の
沿
線
ス
ケ
ッ
チ（
電

車
の
あ
る
風
景
）
を
寄
せ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

寺
田
み
の
る
、
大
津
市
生
ま
れ
。
旧
三
洋
電
機
企
画
部
長
。

世
界
水
彩
画
精
鋭
選
抜
展
招
待
作
家
。

大
津
市
絵
画
展
審
査
委
員
長
、
個
展
１
０
０
回　

イ
タ
リ
ア
、

フ
ラ
ン
ス
で
も
開
催
、
著
書
多
数

路
面
電
車
が
好
き
で
す
。
京
阪
、
嵐
電
、
阪
堺
線
な
ど
よ
く
ス
ケ
ッ

チ
に
出
か
け
ま
す
。
昭
和
ロ
マ
ン
が
漂
う
世
界
が
大
好
き
で
す
。
欧
州

で
も
各
国
に
行
き
描
い
て
ま
す
。



前
回
（
第
17
回
）
受
賞
者
コ
メ
ン
ト
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前
回
（
第
17
回
）
受
賞
者
コ
メ
ン
ト

●
中
西
　
太
（
滋
賀
県
知
事
賞
）

青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、
第
17
回
募
集
の
節
に
は
色
々
と
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
事
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
知
事
賞
と
言
う
栄
誉
を
頂
き
、
趣
味
で
始
め
た
作
歌
活
動
の
励
み
と
も
な
り
ま
し
た
。 

さ
て
、
私
は
、
以
前
に
勤
め
て
い
た
会
社
を
定
年
し
た
後
、
65
歳
か
ら
近
江
鉄
道
の
駅
務
員
と
し
て
、
改
札
の
仕
事
を
さ
せ
て
頂
い

て
い
ま
す
。 

私
が
青
春
21
文
字
を
意
識
し
た
の
は
、
２
０
２
３
年
春
頃
に
い
つ
も
通
勤
で
改
札
を
通
っ
て
い
く
方
に
、「
私
も
出
す
け
ど
駅
員
さ
ん

も
出
し
ま
せ
ん
か
？
」
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
な
る
ほ
ど
、駅
に
は
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
チ
ラ
シ
と
ポ
ス
タ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
青
春
21
文
字
と
あ
り
ま
し
た
の
で
、
取
っ
付
き
が
悪
く
、
お
爺
さ
ん
の
私
に
は
青
春
の
2
文
字
に
あ
ま
り
御
縁
が
あ
る
様

に
は
思
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
よ
く
よ
く
チ
ラ
シ
を
見
て
み
る
と
、
＊
年
齢
を
問
わ
ず
＊
駅
舎
＊
無
料　

と
あ
る
。 

そ
し
て
近
江
鉄
道
が
協
賛
し
て
い
る
ら
し
い
、
何
や
ら
モ
ヤ
モ
ヤ
す
る
中
で
、
夏
ま
で
駅
舎
で
起
こ
る
事
を
じ
っ
と
見
て
い
ま
し
た
。

や
が
て
近
江
鉄
道
で
「
夏
休
み
期
間
中
子
ど
も
10
円
乗
り
放
題
」
と
い
う
企
画
が
始
ま
り
ま
し
た
。
宣
伝
が
行
き
届
か
な
い
の
か
、
あ

ま
り
反
響
が
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
い
つ
も
よ
り
子
供
の
利
用
は
増
え
ま
し
た
。 

あ
る
日
、小
学
校
の
低
学
年
の
男
の
子
が
、お
父
さ
ん
と
改
札
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。そ
の
時
、私
は「
待
っ
て
ま
し
た
」っ
と
思
い
つ
つ
、

そ
の
子
を
目
で
追
い
ま
し
た
。 

「
子
供
切
符
く
だ
さ
い
。」
と
言
っ
て
ギ
ュ
ッ
と
握
り
し
め
て
い
る 
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手
を
開
き
、
汗
で
湿
っ
て
い
る
十
円
を
頂
き
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
は
後
ろ
で
ニ
コ
ニ
コ
笑
っ
て
い
ま
し
た
ね
、
い
い
子
に
育
っ
て
ほ

し
い
、
大
人
に
な
っ
た
ら
ま
た
乗
り
に
来
て
く
れ
る
か
な
と
思
い
ま
し
た
。 

そ
の
時
の
印
象
が
強
か
っ
た
の
で
、 「
子
ど
も
切
符
を
買
っ
た
子
の
手
に
十
円
の
跡
」
が
出
来
ま
し
た
。 

十
円
っ
て
、
い
ま
何
が
買
え
ま
す
か
？  

で
も
そ
の
十
円
が
大
事
な
の
で
す
よ
ね
。 

い
き
な
り
出
来
上
が
っ
た
訳
で
は
な
い
の
で
す
。
俳
句
は
五
七
五 

短
歌
は
五
七
五
七
七
で
す
が
、
私
の
意
志
と
、
読
ん
で
頂
い
た
方

の
想
像
が
膨
ら
む
様
に
、
21
文
字
の
中
に
収
め
る
事
で
し
た
。「
十
円
の
跡
」
は
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
文
言
で
し
た
。
新
聞
な
ど
で
採
り

上
げ
ら
れ
て
、
そ
れ
を
読
ん
だ
感
想
を
何
人
も
の
方
か
ら
頂
き
ま
し
た
「
十
円
の
跡
」
は
色
々
な
想
像
を
生
ん
だ
様
で
す
。 

18
年
目
を
迎
え
ら
れ
た
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
が
、
継
続
し
て
続
け
る
事
の
難
し
さ
を
乗
り
越
え
て
い
か
れ
ま
す
様
、
ま
た
益
々

盛
ん
に
な
り
ま
す
事
、
21
文
字
の
文
学
が
広
く
認
知
さ
れ
て
行
き
ま
す
事
を
お
祈
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

作
品　
【
子
ど
も
切
符
を
買
っ
た
子
の
手
に
十
円
の
跡
】 

●
つ
べ
る
　（
大
津
市
長
賞
）

『
第
17
回
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』
に
て
大
津
市
長
賞
に
選
ん
で
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
受
賞
の
連
絡
を
頂
い
た

際
に
は
と
て
も
驚
き
ま
し
た
が
、
大
変
光
栄
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
作
品
は
妊
娠
中
の
実
際
の
体
験
を
応
募
さ
せ
て
頂
い
た
も
の
で
す
。
電
車
内
で
出
逢
っ
た
少
年
が
、
こ
ち
ら
に
気
を
負
わ
せ
る

こ
と
な
く
、
さ
り
気
な
く
席
を
譲
っ
て
立
ち
去
る
様
子
に
、
感
謝
の
念
を
抱
く
と
共
に
、
胸
が
温
か
く
な
っ
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て

い
ま
す
。
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
が
男
の
子
で
あ
る
こ
と
も
判
明
し
た
時
期
だ
っ
た
た
め
、
一
層
、
彼
の
よ
う
な
優
し
さ
を
持
つ
人
に
育
て
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た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
お
腹
の
子
も
、
今
で
は
3
歳
。
元
気
い
っ
ぱ
い
に
毎
日
走
り
回
っ
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
あ
の
少
年
と
再
会
す
る
こ
と
は

叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
彼
の
よ
う
な
優
し
い
心
を
親
子
で
持
ち
、
周
り
に
、
次
の
世
代
に
、
恩
送
り
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
『
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』
が
老
若
男
女
問
わ
ず
、
光
る
言
葉
と
の
出
会
い
の
場
、
そ
し
て
、
電
車
と
い
う
風
景

を
通
し
て
、
皆
の
想
い
が
繋
が
る
場
所
で
あ
り
続
け
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
本
事
業
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

作
品　
【
さ
り
げ
な
く
譲
る
少
年
、
お
腹
の
子
も
そ
う
育
て
た
い
。】 

旧長浜駅舎
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あ
と
が
き

18
回
目
を
迎
え
、人
間
で
い
え
ば
「
成
人
」
と
い
う
こ
と
も
今
年
は
意
識
し
ま
し
た
。
毎
回
設
定
す
る
サ
ブ
テ
ー
マ
、今
回
は
、

青
春
時
代
で
「
と
き
め
き
」、電
車
関
連
で
「
の
り
か
え
」、コ
ロ
ナ
禍
か
ら
解
き
放
た
れ
て
空
に
向
か
っ
た
時
感
じ
る
「
き
ら
き
ら
」

の
3
つ
と
し
、
応
募
総
数
は
４
５
２
５
作
品
で
し
た
。

作
品
募
集
に
加
え
今
回
は
、多
様
な
団
体
と
協
力
し
ま
し
た
。
大
津
市
立
図
書
館
と
連
携
し
て
「
作
品
を
作
る
工
程
を
一
緒
に
」

と
い
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
こ
れ
ま
で
は
応
募
者
個
人
の
意
思
で
あ
る
創
作
と
学
校
の
授
業
で
取
り
上
げ
て
頂
く
「
団
体
で
の

応
募
」
で
し
た
が
、
今
回
は
地
元
の
有
識
者
の
協
力
を
得
て
作
品
制
作
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。
講
座
参
加
者
の
方
か
ら
数
人

が
入
選
さ
れ
、
美
術
館
で
の
発
表
の
際
に
も
駆
け
つ
け
て
「
教
え
て
も
ら
っ
た
お
か
げ
で
す
」
と
の
声
も
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
事
業
の
発
祥
は
、
大
津
市
の
京
阪
電
車
石
山
坂
本
線
で
す
が
、
滋
賀
県
内
の
鉄
道
会
社
と
近
年
連
携
し
て
き
た
こ
と

か
ら
、9
月
か
ら
約
２
か
月
間
、近
江
鉄
道
八
日
市
駅
に
あ
る
近
江
鉄
道
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
て
「
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
」

を
開
催
し
、
多
く
の
来
場
者
に
作
品
を
見
て
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
1
月
に
は
、
滋
賀
県
立
美
術
館
で
子
ど
も
や
若
者
を
巻
き
込
ん
だ
企
画
と
し
て
滋
賀
大
学
教
育
学
部
と
連
携
し
、

サ
ブ
テ
ー
マ
を
基
に
、
幼
稚
園
児
や
小
学
生
が
自
由
に
表
現
し
、
教
育
学
部
の
学
生
チ
ー
ム
の
協
働
で
制
作
し
た
コ
ラ
ー
ジ
ュ

絵
画
や
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
入
選
１
０
０
品
か
ら
「
言
葉
を
絵
に
」
す
る
作
品
を
制
作
し
て
発
表
し
ま
し
た
。
青
春
を
テ
ー
マ
に
し

た
若
者
た
ち
の
コ
ン
サ
ー
ト
も
実
施
。

美
術
館
で
の
展
示
に
は
、
入
選
さ
れ
た
方
々
が
多
数
来
場
。
広
島
か
ら
親
子
で
自
分
の
受
賞
作
品
の
展
示
を
見
に
来
ら
れ
た

女
子
大
生
の
親
子
な
ど
、
遠
方
か
ら
の
来
場
者
も
多
数
あ
り
ま
し
た
。
入
賞
さ
れ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
作
品
の
前
で
、
お
孫
さ
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ん
か
ら
花
束
を
受
け
取
り
、
家
族
全
員
で
満
面
の
笑
顔
で
記
念
撮
影
を
さ
れ
た
り
の
ほ
ほ
え
ま
し
い
光
景
も
あ
り
ま
し
た
。
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
作
者
は
、
自
分
の
作
品
を
絵
に
し
て
も
ら
い
展
示
さ
れ
て
る
こ
と
に
大
変
感
動
を
覚
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

加
え
て
、
ア
ー
ト
作
品
を
制
作
し
た
幼
稚
園
、
小
中
学
校
の
生
徒
た
ち
の
家
族
も
多
数
来
場
さ
れ
「
こ
と
ば
と
絵
」
双
方
の

作
者
が
会
場
で
、
作
品
を
通
し
て
交
流
し
た
り
と
い
う
姿
か
ら
素
敵
な
空
気
感
を
感
じ
取
れ
ま
し
た
。

会
場
の
ノ
ー
ト
に
み
な
さ
ん
が
つ
づ
ら
れ
た
多
く
の
コ
メ
ン
ト
。
１
０
０
選
に
選
ば
れ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、
自
分
の

作
品
を
絵
に
し
て
い
た
だ
き
感
動
し
ま
し
た
、
す
ば
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
、
来
年
に
向
け
て
の
意
欲
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。

21
文
字
か
ら
見
え
る
ド
ラ
マ
を
た
く
さ
ん
楽
し
め
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
21
文
字
と
イ
メ
ー
ジ
画
と
の
コ
ラ
ボ
、
滋
賀

の
文
化
と
し
て
根
付
く
と
い
い
な
あ
、
な
ど
私
た
ち
が
想
像
し
た
以
上
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
制
作
者
も
観
客
も
感
動
さ
れ
て
い
る
こ

と
ば
の
数
々
は
、
今
後
の
展
開
の
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
こ
と
ば
と
絵
・
音
楽
と
総
合
的
に
文
化
を
表
現
す
る
取
り
組
み

に
育
っ
て
き
た
と
実
感
し
ま
す
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
4
回
目
と
な
り
根
付
い
て
き
ま
し
た
が
、
毎
回
応
援
し
て
く
だ
さ
る
方
か
ら
こ
ん
な
う
れ
し

い
エ
ー
ル
を
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
度
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
目
標
ご
達
成
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

地
域
愛
と
支
援
愛
と
作
品
愛
と
、
愛
に
溢
れ
て
い
る
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
雰
囲
気
が
私
は
好
き
で
す
。

来
年
も
ま
た
開
催
さ
れ
る
の
を
今
か
ら
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

幅
広
い
共
感
と
応
援
を
得
て　

こ
れ
か
ら
も
市
民
活
動
と
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
電
車
と
青
春
21
文
字
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
代
表　

福
井
美
知
子
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協
力
者
リ
ス
ト

令
和
6
年
度

【
協
力
団
体
・
企
業
】

滋
賀
県
（
滋
賀
県
知
事
賞
）

大
津
市
（
大
津
市
長
賞
）

株
式
会
社
叶 

匠
壽
庵
（
青
春
賞
）

大
津
商
工
会
議
所
女
性
会
（
さ
わ
や
か
賞
）

ト
ヨ
タ
モ
ビ
リ
テ
ィ
滋
賀
株
式
会
社
（
ユ
ー
モ
ア
賞
）

一
般
財
団
法
人
天
智
聖
徳
文
教
財
団
（
近
江
勧
学
館
賞
）

京
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
（
鉄
道
賞
）

近
江
鉄
道
株
式
会
社
（
鉄
道
賞
）

信
楽
高
原
鐵
道
株
式
会
社
（
鉄
道
賞
）

西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
（
鉄
道
賞
）

比
叡
山
鉄
道
株
式
会
社
（
鉄
道
賞
）

京
都
信
用
金
庫
（
団
体
賞
）

共
催
：
大
津
市　

後
援
：
滋
賀
県

主
催
：
電
車
と
青
春
21
文
字
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

尼
田
賢
光
、
石
坂
線
21
駅
の
顔
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
津
放

送
局
局
長 

小
磯
亮
、
大
津
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
京
都
信
用
金
庫

大
津
支
店
、
京
阪
電
気
鉄
道
、
し
が
ト
コ
、
び
わ
こ
ビ
ジ
タ
ー
ズ

ビ
ュ
ー
ロ
ー 

川
戸
良
幸
、
毎
日
新
聞
大
津
支
局
、
名
鉄
観
光
サ
ー

ビ
ス
株
式
会
社
、
山
口
浩
次　

ほ
か
（
50
音
順
）

協
力
：�

近
江
鉄
道
株
式
会
社
、
大
津
商
工
会
議
所
、
大
津
市
立
図

書
館
、
滋
賀
大
学
教
育
学
部
、
大
津
市
社
会
福
祉
協
議
会
、

び
わ
こ
デ
ザ
イ
ン
文
化
協
会

第
18
回�

作
品
募
集
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
：
角
谷
和
好
（
び
わ
こ
デ

ザ
イ
ン
文
化
協
会
）

滋
賀
を
み
ん
な
の
美
術
館
に 

ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
：
馬
淵 

哲　

装
画
：
寺
田
み
の
る

表
彰
式
オ
ン
ラ
イ
ン
技
術
支
援
：
永
田
和
也
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